
○ 女性委員の発案で農業経営の法人化をテー

マに意見交換会を開催（熊本県山鹿市農業委員会） 

 地域農業の将来や農業者との日常的な情報交換などを通じて、
担い手対策が最重点課題と考えた。 
 担い手対策の一つとして農業経営の法人化が進められている
が、個別経営又は組織経営で法人化の目的やメリットなどは、異
なっている。 
 そこで、個々の農業者に経営の法人化を自らの課題として捉え
てもらうよう、農業経営の法人化をテーマに意見交換会を企画し
た。 
  

○ 鹿本地区※の農業法人を招集し、経営課題や今後の戦略等 
 をテーマに意見交換会を開催（近隣地区担当委員等と企画） 
 → 法人が抱えている課題や他の法人への質問などが多く出さ
れた。 

○ 農業者との意見交換会をパネルディスカッション方式で開催 
  （女性委員が発案し、農業委員会が主催） 
 → あらかじめ質問事項を集めるなどの工夫と農業者の目線で

企画されたことで、活発な意見交換が行われた。 
 

※本人の担当地区を含む旧町の範囲 

３．具体的な取り組みの内容 

１．農業委員会の概要 
農業委員：１４名（うち女性３名（会長含む）） 
農地利用最適化推進委員：１９名 
 

２．取り組みのきっかけ 

意見交換会の様子 閉校により放棄された小学校の水田を整備 
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